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研究要旨 

 昨年度の研究成果より、ビーフエキスによるウイルス抽出が最適手法であることが示された。

本年度はビーフエキス誘出液からさらに濃度を高めてウイルスの検出感度を向上させるため

に、酸沈殿法を用いて濃縮する方法の開発を試みた。 
 新型コロナウイルスなどに関する関心が高まったことを受け、これまでの試験に用いていた

MS2 に加えて、エンベロープウイルスの代替指標としてΦ6 を用い、手法の妥当性の評価に用

いた。 
結果としては肉エキス（極東）3%、ｐH 9 .0 を酸性条件ｐH 3 程度にすることで、ウイルス

の回収率を高くし、容易に少ない液量で回収操作を実施可能であることが示された。 

 

A. 研究目的 

日本国内のウイルスを原因とした食中毒事例

は 7000 件ほどとなっており、食中毒患者数の半

数を占めている 1。食中毒の原因となる食物は多

岐にわたるが、野菜による例もある。途上国でも

市場の野菜表面から大腸菌やノロウイルスが検

出された報告がある 2。ウイルス性食中毒を減ら

すためには各食物表面に存在しうるウイルスの

検出が必要である。 

従来表面上のウイルスは種々の拭き取り剤と

誘出法が用いられてきた。しかし、最適手法につ

いての統一した見解はなく、対象とするウイルス

によってまちまちな結果が出ていた 3,4,5。 

本研究では、野菜表面に付着したウイルス検出

法の開発を目的として、種々の拭き取り剤および

誘出法の比較検討を通じた最適手法の探求に取

り組んだ。対象とするウイルスは、ウイルス性食

中毒のほとんどを引き起こしているノロウイル

スと物性が似ている F特異大腸菌 RNAファージの

MS2 に加えて、新型コロナウイルスなどに関する

関心が高まったことを受け、エンベロープウイル

スの代替指標としてΦ6 を用い、手法の妥当性の

評価に用いた。 
昨年度、ビーフエキスによる誘出が有効である

との研究成果を得たが、今年度は、それをさらに

濃縮してウイルスの検出感度を高める手法とし

て、酸沈殿法を適用することを試みた。 

 

B. 研究方法 

実験室内での検証ではウイルスを高濃度でス

パイクした試料を使用したため、誘出液に対する

濃縮を行わずしても検出、定量が可能である。し

かし、現場試料の実際のウイルス濃度は低いと考

えられ、測定を行う感度を得るには試料の濃縮が

必要だと考えられる。ビーフエキスなどのタンパ

クが豊富な液体に対するウイルスの濃縮手法と

して、オーガニックフロキュレーション（酸沈殿

法）が Katznelson らによって開発されている 6。

この手法は、高アルカリ条件下にあるビーフエキ

スをpH3程度にまで下げることでウイルスやタン

パクのフロックを形成し、それを沈殿・再懸濁す

ることで濃縮を行う。 

3% および 10%ビーフエキス（Difco および

HiMedia）と 3% および 10%肉エキス（極東）を高

圧蒸気滅菌し、1MNaOH の添加でｐH 9.0 ± 0.1 に

調整した。そこに MS2 とΦ6 を添加し、ボルテッ

クスしてよく混合した。酸沈殿処理を行い、ウイ

ルス濃縮液を得た。濃縮前・濃縮後それぞれのウ
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イルス濃度を測定し、回収率を評価した。また、

凝集性の悪いビーフエキスの場合は、FeCl3 の添

加により共枕が発生し、ペレットの形成を期待で

きるので、本実験では FeCl3 を添加した場合と、

しなかった場合で回収率を比較した（ビーフエキ

ス・肉エキス 40mlに対して 2.5ｍM FeCl3 0.2ml）。

各条件につき 2回ずつ実験を行った。 

 
 

C. 結果及び考察 

全条件でペレットは形成されたが、10%のビー

フエキスではペレットが小さかった。一方、極東

肉エキス 3%ではしっかりとしたペレットの形成

が認められた。FeCl3 を添加した条件では、すべ

て多量の沈殿ができ、ペレット形成を促すことが

確認できた。 
次に各条件における MS2 並びにΦ6 の回収率

を調べた。MS2 の回収率は Difco10%の時は 10%
を超えたが、他条件ではそれより低い回収率で安

定していた。一方、Φ6 は HiMedia3%と 10%及び

極東 3%が回収率が高かった。特に極東 3%におけ

る回収率は約 100%であり、かなり高い回収率だ

った。この結果から FeCl3 を添加しない場合、Φ

6 においてはペレットの形成と回収率はある程度

の整合性があることが示された。 
 
 

E. 結論 

昨年度に得られたビーフエキスを用いたウイ

ルスの誘出法に続き、その後の酸沈殿法の手法の

最適化を行った結果、3%極東肉エキスを誘出液

として実験を行うことが最適であると判断した。 
 

G. 研究発表 

１．論文発表 

 該当なし 

 

２．学会発表 

 該当なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 (予定も含む。) 

１．特許取得 

該当なし 

 

２．実用新案登録 

該当なし 

 

３．その他 

該当なし 
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